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まえがき

肺吸虫症の治療に塩酸エメチンを最初に使用したのは

池田正賢（1915）て，氏は 4例の木症患者に塩酸エメチ

ン単独療法を行い，治療後1カ刀乃至 8カ月の観察て 8

例に再発をみなかったととから本療法の有効なことをm
奨したO それ以来，今円に至るまで，多数諸家により木

療法に対する追試検討が試みられると共に，その他の薬

剤として，枇素剤，アンチモン剤，四塩化エチレン， リ

ピオドール， Methyleneviolet, N: loclin等の薬物が木症

患者及び実験動物に試みられたが，塩酸エメチン以外は

みるべき効果は得られなかったO その結＊現今に至るも

各種治療剤中塩酸エメチンのみが，尚木症に対する。唯

一の効よい的薬剤として知られ，一般に広く用いられてい

るO 然し木剤に対しても種々の批判があり，必ずしも満

足すべきものとは云えない。たとえば，疾病の新旧，木

剤の投与量，或は投与期間の長短によって，著しくその

効果はととなるものの如く，或る場合には全く無効と報

じた成績も少くない〈安藤，11)17；森安 11)17；今井，

1918；田代， 1918；他〉。

上記の塩酸エメチン単独治療の欠点を補うものとし

て，塩酸エメチンとプロントジールの併用療法が，横川

ら（1939）により提唱され，一般に広く承認されている

が，本法ても， 10日間乃至14日間の治療期間ては充牙満

足すべき効果を得るととは困難と云われている（小宮 ・

Wl川宗弘 1953）。

最近中国て Chung(19M）らは燐酸クロロキン（R田 0・

chin）が極めて有効てあると報告しているが，我が国に

T AKESHI SUGURO : The experimental studies on 

the therapy of Paragonimiasis (2) (Department of 

Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 

おける迫試例ては， 2週間乃至 3週間の治療期間ては全

く無効であり，それ以上の長期の治療は，副作用の点か

らみて困難ではないかと云われているく北木 ・lMJ!Iら，

1058）。

以上の如く ，たとえ同ーの薬剤jを用いた場合ても，そ

の実験者により著しく異った成績が報告されているが，

これは，肺吸虫症の治療が如何に困難てあるかを示すと

共に，その薬用量，治療期間，病歴の新旧，感染の軽重

或いはその効果判定の規準の相違等によって，著しくそ

の効果が左右されるためと考えられるO そこで著者は出

来る限り以上の諸条件を一定にした上て，肺吸虫感染犬

による治療実験を試みた。特に効果判定規準に関しては

とれ迄の諸家の実験が主として，治療後の剖見所見及び

虫体の生死に重点がおかれていたのに反し，人体治療て

は，これらの判定規準によるζ とは全く不可能で，専ら

虫卵の消長に重点がおかれている。木実験ては主として

人体治療の場合と同じく， 糞便内に排出される虫卵数

(E.P.D.）の消長に主点見おき，とれに剖見所見及び虫

体の生死を参考として効果の判定を行った。

治療法としては，従来の塩酸エメチン単独治療法，塩

酸エメチンとサルフア剤併用療治，レゾヒン（Resochin)

治療法の他，新しい治療法として，アテプリン（Atab.

rine）治療法及び， 超短波治療法をも行い，その効果を

比較検討したO

実験材料及び実験方法

実験に供した犬の飼育法，肺吸虫感染ノj法及び， E.P.

D.算定法に関しては， 第1編において詳述したので本

編ては省略する。

1) 治療に用いた薬品及び器械

塩酸エメチン：武田の 4%塩酸エメチン注射液

本研究の一部は文部省科学研究費の補助を得た記して謝す．小宮義孝記．
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各種 薬 剤によ る 治 療

動

物

番

号

療Y台

第 1表

治期日
療（数
開感）

始染
時後

リ
ア
感
染
数

メ
タ
セ
ル
カ

自の投与 量1 量総与投治療法

4 % 0.15 cc 
(0.8mg/kg) 

4 % 0.15 cc 
(0. 64mg/kg) 

0. 5cc (2, 52mg/kg) 
lg 

0. 5cc (2, Omg/kg) 
lg 

0.5α （2,lmg/kg) 
lg 

0. 3cc (1, 6mg/kg) 
lg 

0.3cc (l,2mg/kg) 
lg 

0. lcc (0, 64mg/kg) 
lg 

0 . lcc ( 0, 6mg/kg) 
lg 

数

I.エメヰν治
療群 （Emeti-
ne hydrochlo-
1・ide)

30回

回

4.5 cc 4%  法筋355日15コ19 

31回

11回

16回

8回

15回

129回

9回

4.65 cc 

JI. 

4 5'6' 

エメチユ1 4 % 5.5cc 
ダイア ジユ／ llg 

エメチ ν 4% 8,0cc 
タゃイア ジン 16g 

エメチユ1 4 5'6' 4,0cc 
ダイアジ ン 8g 

エメチシ 45'6'2,7cc
ダイア ジユ／ 9g 

エメチ ユ1 4 % 4,5cc 
ダイア ジユ／ 15g 

エメチユ1 4 ;?6' 4,5cc 
ダイア ジシ 15g 

エメチユ1 4 %12,9cc 
夕、、 イア ジユ／ 129g 

注

出
版

法
服

注
目R

注
服

注
目良

注
服

筋

筋

内

筋

内

筋

内

筋

内

筋

内

筋

内

筋

内

217日

215日

166日

187日

178日

240日

216 20コ

18コ

15コ

20コ

15コ

15コ

15コ

2 

5 

8 

25 

34 

37 

33 

シ斉iJ併用治療

エメチユ／

とズJレファミ

群

5 %  3α 
(20. 0 mg/kg) 

5J6' 3cc 
(18. 7 mg/kg) 

5 % 3cc 
(15. 0 mg/kg) 
62.5～125mg 
(10.5～21.5 108回

mg/kg）ー

0.15cc (0.8mg/kg) 
0.125g(l9. 2mg/kg) 

0. lee (0. 44mg/kg) 
0.125g(l3. 9mg/kg) 

0 .15cc (O. 8mg/kg) 
0.125g(l6. 6mg/kg) 

注
目民

113回193日15コ36 

1回

1回

3 cc 

3 cc 

5%  

5 %  

法

注

筋

筋

425日

225日

15コ

20コ

7 

12 
III. レゾヒユ／

治療群

{Resochin, 

Chloroquine) 
l回3 cc 5 %  注筋195日18コ15 

59回

05回

8.562g 

IV. レゾヒシ

とエメチミ／併

用治療群

エメチ ユノ 4%4.05cc 
レ〉／ヒユ／ 7.375g 

エメチユI 4 %3.4 CC 

レゾヒシ 11.875g

エメチユ14 J6'5.85cc 
レゾヒ ユI 12.50g 

目民

注
目民

注

服

注

服

内

筋

内

筋

内

筋

内

155日

336日

283日

10コ

25コ

15コ

39 

18 

20 

100回141日15コ24 

175回

66回

100～300mg 
(16.6～50mg/kg) 

100～200mg 
(10.5～21. lmg/kg) 

200～400mg 
(25.0～50mg/kg) 

32.6g 

ll.5g 

目見

目反

内

内

313日

182日

15コ

15コ

21 

22 

v. アテブリ

こ／治療群

(Atabrine) 
50回14.2g E!i 内215日15コ31 

85回30分
2,550分

10×13cm極 板
胸部照射

3,600分
10×13cm極板

胸部照射

300 Wat 
10 Amp 
波長 6m

300 Wat 
10 Amp 
波長 6m

444日15コ4 

VI.超短波照

射療法群
95回
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法並びに其の効果に就いて

727‘ 

治療 治療開始後の 虫卵排出状況 (E. P. D.) 

期間 治療前治療中～治療後観察期間及び転帰

59日 61日 衰弱中毒苑 119,000～170,000 40,000～60,000 

31 s 79日 表弱中毒死 150,000～215,000 40,000～60，。。。

11日 13日衰弱中毒死 100,000～150,000 搬減ずるも直ちに死亡

16日 21日 II II 140,000～200,000 II 

8日 10日 II II 170,000～180,000 ／／ 

9日 19日 II II 100,000～130,000 II 

15日 20日 II II II 120,000～150，。。。

269日 397日薬 殺 90,000～130,000 30,000～2,800 

270日 404日 II 100、000～130,000 28司000～1,500

既死 激烈な窪響発作 150,000～160,000 

既死 II 190,000～200,000 

既死 II 140,000～160,000 

185日 199日表弱中毒死 75,000～100,000 57,0QO～（変動大） 4,000

77日 89日表弱苑

127日 161日 I( II 

164日 164日 II II 

242日 383日表弱中毒死 124,000～187,000 10,000～550 

78日 114日 123,000～103，。。。 65,000～30,000 II 

50日 53日 105,000～140,000 II 55,000 

明152日 50,000～6,000 
急搬に減少増加の傾向なし

逃 亡 100,000～160,000 

652日 薬
10,000～4,000 

100,000～160,000 急搬に減少増加の傾向なし殺

立川／ー＼

間生体

二存 効果判定

Z虫数
＼『.／

11 

10 

14 

12 

16 

10 

4 著明

0 完全治癒

。完全治癒

12 

14 

14 

7 精々著明

4 

6 梢々著明

7 梢々著明

5 著・ 明

12 

12 

著

6 
著明
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サルアア剤：第一のすノレフアダイヤジン末

燐酸クロロキン： Bayer製の Resochin錠剤co.25 g) 

及び 5%注射液

アテプリン： Abott製の Ata brine錠剤（ O.lg) 

超短波治療器：高倉製の波長 6m, 300ワット10アム

ベア，極板は10×13cm

2) 効果判定規準

第1編において報告した如く，一定数の肺吸虫メタセ

ノレカリア (10コ～20コ〉を経口的に投与した犬ては，肺

吸虫卵がその糞便内に始めて出現してから， 44日乃至90

口（平均明日±lO円〉を経過するときは， 1円の党便内

？と排出される虫卵総数即ち E.P.D.の変動は殆んどなく

略安定状態を示し，しかもとの安定期は 1年乃至 2年の

長期に亘って持続することを明かにした。そとて，との

E.P.D.の安定期に治療を行い， 治療前，治療中及び治

療後の E.P.D.の変動状況を述続観察すれば，その薬剤

の虫体産卵能力に及ぼす影響を知るととが可能で，ひい

ては薬剤効果判定の一つの現準となると考えた。との場

合虫体の産卵能力と虫体の生命力との聞に直接関係があ

るかどうかは尚明らかではないが，死後の剖見所見から

は両者の間に，或る程j立官接な関係のあるととが認めら

れるO 従って木編ては主として治療中及び治療後の E

P. D.の減少の状況即ち E.P.D.の減少の時期及びその

減少率，減少速度等から効果判定を行った。尚虫体の生

死は37°0に力日間したタイロード液中ての運動の有無に

ょったO

3) 治療法及びその例数

①塩酸エメチン単独治療群 2頭、

③塩酸エメチンとサルフア剤併用治療群 7頭

③レゾヒン単独治療群 4頭

④レゾヒンと塩酸エメチン併用治療群 8頭

⑤アテプリン単独治療群 3頭

⑥超短波照射治療群 2頭

以上の治療群に分けて行ったが，注射の場合は，頚部

の筋肉内に注射し，内服の場合は口を大きく閲かせ，錠

剤を口腔内奥深く投入し1府下宅確認した。投与長及びそ

の他の詳細は実験成績の各mにおいて述代るとととす

る。尚これ以外にも，塩酸エメチン或はレゾヒン治療の

場合迎当な投与量を決定するために多数の感染犬を用い

犬。

実験成績と考案

各種治療群毎に， その治療法， 薬剤投与量， 治療期

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 5号

問，観察期間， E.P.D.の変動状況及び剖見所見等につ

き総括したものが第一夫であるが，以下は各治療群毎に

その成績を述べると共に各群毎に考察を加えてみたいと
山下

山、フ。

I.塩酸エメチンの単独治療群

1) 塩酸エメチシの常通呈f~＼4 日使用群

実験犬No.19 

塩酸エメチン 1団長0.15cc( 0.8mg/kg) 

全量ム5cc(30回f;MFl ffJ5注〉
治療前体屯 7.5kg 

死亡時体可t6.0kg（治療開始後61日〉

木例ては肺吸虫メカセルカリアを15ケ投与後， 355日

日から治療を開始した。即ち 4%塩酸エメチン0.15cc宛

（即！＞ 4 %塩酸エメチン 1ccを生理食塩水て10倍に稀釈

し〉その 1.5cc宛を頚部筋肉に陥口に30同注射した，10

回円の注射の頃から，急激に食慾減）Hし，体屯の減少も

著明となったが，注射を続行した所30凶flの注射を行っ

た翌々 日， I'm！＞治療開始後61円日にit[亡したO

治療前，治療中の， E.P.Eの変動状況は第1図の如く

治療前の E.P.Dが10万以上であったものが，注射15回

目頃から漸くその減少がH立ち終には II！ 以下の4万前

後に迄減少したが，死亡のためその後の成績は観察出来

なかった。

剖見により，右肺4コ，左肺 3コ計 7コの虫嚢其の中

Z守護 1ケ〉から11支の虫俸が見出されたが，何れも生存

しており死滅虫俸は見出されなかったO

実験犬 No. 25 
塩酸エメチン 1回呈0.15cc(0.GJmg/kg) 

全量 4.6CC(31回附日筋注〉

治療前体屯 9.6kg

死亡時体重 6.5kg c治療開始後 79
11) 

木例ては肺吸虫メタセノレカリア15コ投与後 187円同か

ら治療を開始した。前例と同じく塩酸エメチン0.15cc宛

(0.64 mg/kgうをl凶日に頚部筋肉内に注射したO 木例て

も10回目の注射頃から，食欲減退し，体主の減少が目立

ったが， 31回の注射を行ったO その結出は最終注射後18

円目即ち治療開始後79日日に吃亡したO

本例ては第l図に示した如く，治療前の， E.P. D.は

15万以上であったのが，注射回数の増加と共に，10回日の

注射の頃から漸次減少し－JH万近く迄減少したが，そ

の後しばらくは多少射加の傾向さえみられた。然し死亡

前には，史に 2万前後に減少した。死亡時の体屯は 6.5

kgて，治療前の体主に比べると 3.lkg減少していた。

( 80 ) 
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日

自j見により右肺8コ，左肺8コ計6コの虫嚢（内空嚢1

ケ〉から10隻の虫体が検出されたが，何れも生存してお

り死滅虫体は見出されなかった。

考察 ：以上2例の実験ては，治療中の E.P.D.の減少は

かなり緩除、て，10回日の注射の頃から漸くその減少が著

明となったが，30回前後の注射ては虫体の死を来す迄に

は至らなかったO 本例に用いた塩酸エメチンの注射畳は

No. 19実験犬ては 0.8mg/kg No. 25実験犬ては O.G・l

mg/kgて，とれは，人肺吸虫症に使用する量（体市55kg

の成人に 1日量 4Cmg）断ぼ匹敵する量て決して少いと

は云へなし、。それにもか〉わらず，死滅虫体が見出され

なかったが，とれは附日に注射したためか，或は治療回数

の不足によるものか明らかではない。然しその中毒作用

の激烈なるととを考えると，とれ以上の治療期間の延長

或は述日投与は不可能と考えられるO 然し E.P.Dのか

なりの減少が，注射10回円頃から認められたととを考え

ると，決して無効とのみは考えられない。従って塩酸エ

メチンの中毒作用を，最少限に喰止め且つ治療効果を増

す為には，短期間の連日注射を行い，中毒症状が現われ

たら，fllちに，治療を中川：しその同復をまって，定に短

期間の述円注射を反復すると云う様にして，総治療期間

の延長を ~ I ・かるととが必要と考えられるO 尚以上の実験

の他に，大量注射例として，塩酸エメチン 0.3cc～ 0.4cc 

宛の筋注を 4頭、の感染犬に用いたが，との場合ば，何れ

も7回乃至16回の注射で中毒死を来し，間j見の結果，死

滅虫体は見出されなかった。とのととは矢張り前記の，

短期間の反復治療が望ましいととを充牙示唆している宅

のと考えられる。

JI .塩酸エメチンとサルフア剤併用治療群

1〕 塩厳エメチン大臣使「日群

実験犬 No. 2 

塩酸エメチン 1IT:iJ;I: 0. 5cc (2. 52mg/kg) 

全量 5 .5cc (11団連日〉
サルフアダイヤジン 1日量 1.0 g 

全量 11.0g (11団連日〉

治療前体iπ8 kg 

•：！［亡 II与俸 If! 5.5kg 

〈治療開始後13日〉
実験犬 No.5 

塩酸エメチン 1同畳 0.5 ( 2.0mg/kg) 

全量 8cc (lG回述用〉
サノレフアグイヤジン 1日量 1.0 g 

全畳 間.og (16回iliFl) 

治療前体市 lOkg 

死亡i時体If( 7 kg 

(if；療開始後21円〉

実験犬 No. 8 

塩酸エメチン 1回量 0. 5cc ( 2. lmg/kg) 

全量 』.Occ( 8回述用〉

ダイヤジン 1日長 1.0 g 

全 0't 8.0g (8＼司述用〉

治療前体.！.：TI 9. 5kg 

死亡n与体.m 7.0kg 

（治療開始後10円〉

木実験では実験犬 No.2, No. 5及び No.8には何

れも塩酸エチメン 0.5cc宛の筋注と同時にダイアジン

1.0 gの内服を述日試みた。 塩酸エメチンの呈は 2.0

mg～ 2.5mg/kg て， ζれは略ぽ人に使用する常通量の

( 81 ) 
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8倍に相当する，従って中毒作用は著しく，即ち注射後

10牙後には日区吐甚しく，注射 3～ 4回目頃からは，食欲

は急激に減退し，衰弱は著明となり， No.2実験犬ては，

治療開始後13日自に， No.5実験犬ては21日自に， No.

8実験犬て、ほ10日目と，何れも短期間内に，中毒死をお

とした。剖見時の所見ても，検出虫体は何れも生存し，

死滅虫俸は見出されなかった。然し木実験て極めて興味

ある所見は，全例において， 2～3回の塩酸エメチン注

射により， E.P.D.が，殆んど直線的に急激に下向し，

治療前の E.P.D.の 1/10以下を示したととて，塩酸エメ

チンには，産卵能を抑制する作用が極めて強いことが認

められたO

2) 塩酸エメチン中等量使用群

実験犬 No .. 34 

塩酸エメチン 1回量 0. 3 cc ( 1. 6 mg/kg) 

全量 2. 7cc ( 9国連用〉

ダイヤジン 1日量 1.0 g 

全量 9.0 g c 9回連用〉

治療前体屯： 7.5kg 

死亡時体重 5.5kg 

（治療開始後19日目〉

実験犬 No.37 

塩酸エメチン1回量 0. 3 cc ( 1. 2mg/kg) 

全畳 7.5cc (15回連用〉

ダイヤジン 1日豆 1.0 g 

全量 15.0g (15団連用〉

治療前体重 lOkg 

死亡時体重 7.5kg 

（治療開始後20日目〉

木実験ては，塩酸エメチンの畳を 0.3ccとしたが，と

れは 1.2mg～ 1.6mg/kgて普通量の， 略ぽ 2倍量に相

当する。との場合ても塩酸エメチンによる中毒症状はか

なり激しく，何れの例ても注射4回目頃から著しく衰弱

の徴候が現はれ， No.34犬ては 9回， No. 37犬では

15回の注射を行ったが，前者ては治療中止後w日目，後

者ては 6日自に死亡した。死後の剖見所見では， No.34 

犬ては， 15コのメタセノレカリヤ投与に対じ右肺 3コ，左

目rli3コ計 6コの虫嚢から10隻の生存虫体が見出され，死

滅虫体は見出されなかったが， No.37犬ては 15コのメ

タセノレカリヤ投与に対し，右肺4コ，左肺1コ計 5コの

虫嚢が見出されたが，生存虫体は 4隻見出されたにすぎ

なかった。 E P.D.は本実験ても，前実験と同じく，何

れも最初の数回の注射で，直線的に急激に下向するのが

認められたO

3) 塩酸エメチン普通量使用長期治療群

( 82 ) 

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 5号

実験犬 No.33 

塩酸エメチン 1回量 O.lcc (0.64mg/kg) 

全量 12.9cc( 129回連日〉

ダイヤジン 1日量 1.0 g 

全量 129 g ( 129回連日〉

治療前俸重 7.5kg 

死亡時体重 7 kg 

〈治療開始後 397日〉

実験犬 No. 36 

塩酸エメチン 1回量 O.lcc ( 0.6mg仕g)

全量 11.3cc( 113回｜何回〉

ダイヤジン 1日量 1.0 g 

全量 113 g c 113回隔円〉

治療前体重 8 kg 

死亡時体重 T .5kg 
〈薬殺〉

〈治療開始後 404日〉

本実験ては塩酸エメチンの l回注射量を O.lcc隔日注

射としたが，とれは， 0.6～0.64mg/kgて人に使用する普

通量より梢々少ないがl略ぽ匹敵する畳であるO との場合

は｜何回の注射では殆ど中毒症状は認められず，長期間に

亘る連統治療中及び，治療中止後もかなり長期に亘って

E.P.D.の変動状況を，観察するととが出来た。即ち実

験犬 No.33てほ，メタセルカリヤ15コ投与後 240日日

から治療を開始したが， 第 2図の如く， 数回の注射で

E.P.D.は急激に直線的に下向を示し， 5四日の注射後

には， 治療前の E.P. D.の 1/s以下の 2万台を示すに

至ったO その後も E.P. D.には多少の変動はみられた

が，注射回数の増加と共に漸次下向を示し， 30回目の注

射時には E.P.D.は， 5,000以下迄に減少した。その後

多少の増加は認められたが注射回数 100回をζすに至る

頃には EP.D.は常に 1万以下に示し，それ以上の増

加は認められなかった。そこで 120回目の注射を以て治

療を終了し，治療後も E.P.D.の観察を行った所， そ

の後も， E.P.D.は益々減少し，遂に虫卵を検出し得な

くなったので，治療終了後 128日目〈治療開始後 397日〉

薬殺し剖見した，剖見の結果は，肉眼的には肺の表面何

れの部にも虫嚢の存在が認められない程完全に治癒し，

両側の肺の数カ所に僅かに小豆大の硬結を触れるのみで

その部に割を入れると，黒掲色の砂粒状の塊が見出され

とれば，検鏡により虫卵塊であるととが判った。恐らく

は虫体の死滅後変化した結果と考えられるO とれ以外に

は生存虫体は一隻も見出されなかった。恐らく長期治療

により完全治癒したものと認められたO

実験犬 No.36においても第三図の如く，注射開始直

後から E.P.D.は急激に直線的に下降を示し， 12回目の
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：：； ヨヨ引きお（EP.0)

が，その後も，治療中止期間と同じように E.P.D.は

l万前後を示し，者しい動j需は認められなかった。

そとて更に62回の注射を行い，とれを以て （総注射回

数は 113回〉治療を中止したがその後も E.P.D.は減少

し，遂には虫卵の検出が困難となったので，治療終了後

134日目〈治療開始後 404日目〉に薬殺剖見した。その

結果は前の No.33実験と同じく ，虫嚢は完全に消失し，

虫卵塊のみで，完全治癒と判定された。

注射時即：！：）治療第23日目？とは，治療前の E.P.D.のリ5以

下の 2万前後に迄減少が認められた。その後多少の変動

は認められたが，漸次更に下降し，治療5YS78'円円即：；3g

乃至40回目の注射時には2,000近く迄減少した。 51回円

の注射を終って衰弱のためー且治療を中止し EP.D.の

変動を観察したが，其の後も E.P.D.の著明な増加は認

められず， 常に治療前の E.P.D.の 1/10 以下の1万以

下宅動指していた。 46円問の休It後再び治療を開始した

( 83 ) 
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考察：塩酸エメチンとすルフア剤の併用治療において

始めて完全治癒と考えられる 2例を得た。

との 2例においても，塩酸エメチン O.lccの｜何日注射

とダイヤジンの内服をそれぞれ 129回及び 113回，治療

期間？こすると 270日と云う，長期間を費した。然かも，

剖見迄には更に No.36ては 134日，No.33ては 120日

間の観察期聞をおいたために，剖見時には虫嚢は完全に

消失し，虫体の死滅片すら認められず，虫卵塊のみが見

出されたO 従って虫体死滅の｜｜在期については明らかにし

得．なかったO 仮に治療開始後 E.P.D.が治療前の E.P.D.

の 1/10以下に減少し，その状態がそのま〉保たれている

時期を以て，一応有効量と判定すれば50乃至60聞の注射

により虫体は死滅するに至るのではないかと想像され

るO とれは治療期聞にすれば 3乃至 4カ月を必要とする

訳て，乙れ迄の肺吸虫症の治療期間の観念からすれば，

想像以上に長期間を要するものと云はねばならなし、。然

しとの点に関しては，既にエメチンとサルフア剤による

人体治療の際ても 2週間前後の治療では不充分で，でき

る限り長期に亘って反復治療するととが必要とされてい

るととからも理解される（小宮ら， 1952；宮川， 1951; 

千馬，1952；杉浦，1952；宮川，1957；田中，1941）。

尚先の塩酸エメチン単独治療法ては No.19及びNo.

25実験犬に 1回量0.15cc宛隔日にそれぞれ30回及31回の

注射を行ったが，何れも E.P.D.は，治療前の E.P.D.

の 1/10以下迄は減少がみられず，死後の剖見ても死滅虫

体は一隻も見出されなかったことと比較すると，エメチ

ン単独治療に比して，サルフア剤併用治療法の方がや〉

まさっている如くにも考えられるO

然しとの場合，塩酸エメチンの単独治療では尚治療回

数が少いので，明らかなととは云えない。尚塩酸エメチ

ン単独治療に比して，併用療法ては E.P.D.の減少がよ

り急激におとる様に思われるO 併用療法の場合のサルフ

ア剤の効果に関しては，横川ら（1937)はすルフア剤が

宿主の抗体産生機能を高め，塩酸エメチンの殺虫作用と

相侠って，その効果を促進するものであろうと想像した

が，宮川らはサルフア剤により塩酸エメチンの血中濃度

が高められるためであるととを実験的に明らかにしてい

-00 

尚木実験において甚だ興味ある乙とは，塩酸エメチン

とサノレアア剤の併用治療を 100回以上にEって行ったに

もかかわらず，殆んど何等の副作用を認めなかった乙と

であるO 即：；塩酸エメチン単独治療の No.19及び No.

25実験犬ては 1回の注射呈はそれぞれ 0.64mg/kg及び

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 5号

0.8mg/kgて，併用治療群の No.33及び No.36実験

犬の 0.6mg及び 0.64mgと殆んど差がなかったにもか

かわらず，前者の場合何れも中毒症状が激しく 30回及31

回の注射で中毒死を来たしたが，後者ては中毒症状は殆

ど認められなかったととであるO

とれは例数が少いため尚はっきりしたととは云えない

が，或はサルフア剤がエメチンの中毒作用を減弱してい

るかの如くて，宮川ら (1956）のサルフア剤が塩酸エメ

チンの血中濃度を高める作用があるとする説と一見むU

ゅんするかの如く思われるがこの点に関しては史に追求

してみたい。

l[. レゾヒン単独治療群

1) レゾヒン注射治療群

Chungら (1954うによれば， レゾヒンは人体治療の

場合，1日の投与量は0.75～ 1.0gて1回投与量0.25g 

と云っている。著者は未だ犬にレゾヒンを用いたととは

ないので試みに， 5%注射液を 3cc宛 No.7, No.12及

び No.15の実験犬の頚部筋肉内に注射してみたO とれ

は 15～20mg/kgに当り附ぼ人体治療の 1日畳に匹敵す

る。所が注射の結果は 3例共注射後 5～10分て毛をさか

だて尾を股の間にはさみ，落付きなく動き廻るが，との

時期には視神経がおかされるためか，視力が消失してい

るようであるO この様な状態が 5～10分つづいた後後肢

は麻痔し，歩行不能となり，それと同時に激烈な強直性

の痘壇発作がおとり，5～10牙後には死亡してしまっ

たO レゾヒンの毒性の強いととを始めて知り，注射によ

る治療は断念したO

2) レゾヒン錠剤〈普通量〉内服治療群

実験犬 No.39 

レゾヒン 1日畳 0.0625～ 0 .125 g 

(10.5～21.5mg/kg) 

全量 8.562 g c 108回内服〉

治療前体重 8 kg 

死亡JI寺体重 6.6kg 
く治療開始後 11)9日〉

木例ては 1日量0.0625g (1／.錠〉乃至 0.125g C1/2 

錠〉宛，中毒症状の発現に気をつけながら，連日或いは

隔日に内服させ計 108回の内服，治療期聞にして 188日

間の観察を行った。その結果は第4図に示した如く ，治

療開始後間もなく ， E.P.D.は減少しはじめ，治療開始

してから45日円頃に始めて EP.D.は治療前の E.P.D.

の 1/10程度にまで減少したO ところがとの時には，宿主

の食欲減退し，衰弱が著しかったので，とれまでの 1日

投与 0.125 gを半減したG その結栄は今までの E.P.D.

( 84 ) 
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行i：その｜｜！日がせまく ，flrll吸虫1よの治療舟j

としては レゾヒン市独にてはで.fttW明

f与なもてないのではなかろうか。

レゾヒンと臨目立エメチンの併用

治療｛tr
実験犬 No. 20 

J;,~L酸エ メ チン 1 阿南 O. lcc 

(0.44mg/kg) 

ほ 3.4cc

(34同陥11)

1日註 0.125 g 

(13. ¥)mg/k) 

全 長 11.875g

(95巨！連「1或は陥｜二！〉

治療前体屯 6 kg 

死亡時体「nn.5kg 

〈治療開始後 16111)
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0.15cc ( 0.8mg/kg) 

4.05cc (27回隔日〉

0 .125 g (19. 2mg/kρ 

7.375g (59団連打或 は

陥「I)

治療前体E 8.5kg 

死亡II与体屯 5.5kg 

〈治療開始後80r!)

1 !Ill量
全量

1口量

全畳

実験犬No.18 

塩酸ヱメチン

レゾヒ ン

0.15cc ( 0.7mg/kg) 

5 .85 cc (30回附口〉

0 .125 g (16. 6mg/kg) 

12.50g (100回連円戎：；：
附11)

治療JcJli休l立 7.5kg 

万t：亡II！｝｛：本i[( 5.5kg 

（治療開始後 Hi4I I) 

本尖験では， >Jo. 20, No. 18，及び No.24の 3iH{ 

r.））実験犬に上記の如 き要似て取酸エメチン注射とレゾヒ

ン内服のmm治療乍試みたのでその成績任以下に 述べ

ノj 0 

No. 20のゴミ験犬て、は，む¥51苅に示した如 く，E.P.D.

減少は最初の数j111の治療にj；り多少認められたが，その

後は E.P.D.の動j市はかなり激しく ，中毒症状発現のた

め堀酸エメチンは3」！可の注射を以て中止し，それ以後日：

レゾヒ ンの内服のみそコづけたが，との場合も 中毒症状

が次第に著明とえツたので原－初からは95日の内服fl：以っ

て治療を終った。 レゾヒン単独治療ては E.P.D.の動J,t

は欠張りかなり 激しく ，治療前の E.P.D.の l/2近 く迄

実験犬 No.24 

塩酸エメ チン 1日豆

全 E
1 R：歪

全電

レゾヒン

の ド｜埠はlト．まりむしろj科加の傾向がみられたのて，体力

の！日｜復主主って再びもとの量に噌すと急激に E.P.D.は

下降したが， とれに伴い中毒症状が 再び強くなって 求

。た。そにで再皮レゾヒンを l/2に減註すると 中毒症状は

軽くなったが，E.P. D.の変動が大雪くなったO 以上の

関係はお 4惚！？ζ示めされているO 治療開始後 199円日に

死亡し，その剖見により，10コのメクセルカリア投与に

対 し右肺虫結節4コ，中主義一コ，Ldrli虫結節ーコにし

て日1・7笠の虫除が見出されたが何れ毛（j：イFしており，7屯

減虫体は ・隻も見出されなかったO

考察 ：レゾヒンは犬に対 しては極めてl与性強く ，注射

の場合には， 5%注射液を 3cc筋注したのみですべて30

分以内に中毒死を来たした。とれは人にj日いる揚合の1nx

ぽ 1日畳に当るO

内服の場合ても 1日 1/2錠 （21.5 mg/kg）の内)J~ては

E.P.D.の減少は著明であるが， ~j：性強く 述続使用には

堪えない。との 21.5mg/kgは人の場合に換算すると 55

kgの体屯として1.18gとなり ，Chungらの云う lR:'ck

り梢々多い0 f;者は木症患者に 1回1錠沌l円8錠0.75

gの内服を数門間試みた所，内服 4n「lに勤眼科fl経の）＃

痔を来した例を経験しているので木剤使用に当つては充

分注なする必要があるO 尚本実験て 1/4錠 (10.5mg/kg) 

宛の内服ては，中毒症状は著し く1陪減されているが，効

民の点から云 うと E.P.D.の著しい動指がみられるのみ

で，減少の傾向はそれ程著しく なかった。 ζの薬月Ji1t：て

は虫体に及ぼす影響は充牙と云えない］；うに思われるO

従ヮて レゾヒンは塩酸エメチン以上k，薬効Eと，中i1:f.

レゾヒシ単独治療例第 4図
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w5凶 レゾヒシとエメ チシ併1日治療例（ 1) 

減少したが，それ以下には減少しなかったO 治療終了後

34111-l c治療開始後 HiJ11うに死亡したO 剖見の結果，

メク七ノレカリア 15コ投お・．に対し ， !l~雪量は 6 コ見~ ＇1 された

が， 2 ゥは：；＿~嚢て 6 笠の！！：存出｛本が比 Li'i されたO

実験犬 No.18ては， お’~ 5 I堤防如く ， 治療開始後も

E.P.D.の急激な減少は認められ，なかツたが， 中毒症状

があらわれたので，iぶ聞をエメチンの注射は27［！！て中11・.し

vゾヒンのみの単独治般にしたが，：とれでも京ωは起し

くなりレゾヒン単独治療 8LI 11，治療開始後81)上inに死

亡したO 剖見の結民メタセルカリア24ケ投与に対し，虫

最は 11コ見出されたが， {J:1{J：虫（本は 4隻にすぎなかヲ

た。

刊
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内
H
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第 6図 エメナユ／とレゾヒシ併丹j治療例（ 2) 

350 400 450 500 

実験犬 No.24では， No. 18とl司りく， 出般エメチ

ン0.15CCとレゾヒン 125mgの併JiJであるが，第6凶に

ぶした如く， E.P.D.は治療前の E.P.D.の I/2前後迄

減少したが， 中ぷ症状]fr現のため llif~~ェメチンの注射

を中止し，レゾヒンの内リI~のみ全行うと ， E.P.D.は動

指し，増加1の傾向任式した。体／J凹復を：向ゥて塩自主エメ

チンの注射をIJ目Uflす乙と E.P.D.は再び減少を／J－＼したが

Yこれを中止しレ、／ヒンのみの内il l~になとL と ， E.P.D.の

動M増加！の傾向が t1H'~1認められ tcO然し死後の剖見によ

りメクセノレカリア15コJ立与に刻し，虫装は 6コ認められ

たが，生存以ftは 712.見山されたにすぎなかシたO

考察 ：木尖験の給見，興味ある点は，塩酸エメチンと

レゾヒンの併用治療では，最初は E.P.D.

はυるやかではあるが漸次減少していくが

血酸エメチンの注射を中ll・.し，レヅヒンの

みの治療になると，E.P. D.は，'.f;,tに入；’毛く

動L'0し，その変動のr/1が明大する，然L塩般

エメチンの注射を再び船めると E.P.D.は

FJド減少すると云う事てんと。とれは恐ら

く血眼エメチンとレ、／ヒンて、はI.Id~民の）m~1型

能に対し， 前者はjf/J;J川甘かて後円Aは｛足 ）［ I’I＇~イド
HJli:;J＼めすものと也！像される。てのととは

塩闘をエメチン及びレゾヒンの 1F1~lif；掠の！た

にもすぐに認められた j肝てあ乙。 従りて

E.P.D.の変動状況のみからでは， 殆んど

その効果は認められなかったが，剖見｜！寺に

は， 全例において~；~袋がかなり認められた
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目白布134 年10月 (1959）〕

心ど，木療法は虫体に対し或る侭）支有効に作JTJしたもの

と怨像されるO

然しこの場合は塩酸エメチンとサノレフア剤f)f:J日の場合

とιとなり，両種薬剤の中市；作用もそれぞれのものが附

加主れると考えられるので，木併用療法については，）ど

に舟介検討する必要がある。

v.アテプリン単独治療群。アテプリン漸減治療法

実験犬 No. 21 
アテプリン 1口呈 0.1～ 0.3 g 

(16.6～50mg/kg) 

全量 32.6g(175団連日投与〉

治療前体位 6kg 
死亡11年体1R 4.8kg 

〈治療開始後 38311)

実験犬 No.31 

アテプ リン 1 Fl号； 0.2～ 0.4g 

(50mg～25mg/kg) 

全長 14.2g (50同述口段与〉

治療前体屯 8 kg 

死亡11刊本屯 7 kg 

〈治療開始後日円〉

実験犬 No.21ては初めの 57r1間は 0.3g宛，次の37

日間は 0.2g宛，更に次の811-lJi司は 0.1g宛計 175円rm
池口内服治療を試みた。

実験犬 No.31ては始めの 8円問は0.4g宛，次の32

日間は 0.3g宛，更に次の~o Fl問は 0.2g宛計50日間辿

H内服治療を試みた。

での結果， No. 21 実験えでは， ：~＼ 7 I叉！の如く初めの

735 

!", 0.3 g宛57日間迎川中は， E.P.D.の苦［珂な減少はみら

l れなかったが，中毒症状発現のため 8日休薬した後 0.2

g宛の内服を始めたところ， E.P.D.は 1/10 以下に迄減

少したので， 0.1 gに減なした所， E.P.D.の減少の辿

戊は弱まったが，それても漸次減少し E.P.D.は1,000

以下に迄減少したO 然しこの時には宿主の氏弱がかなり

激しくなったので， Hf~＇~を中止した所， 66日間の間に

E.P.D.は漸次地加の傾向がみられ， 死亡IIぶには治療品Ii

の E.P.D.の 1/10 近くに迄j首加したO 印！見により，メ

タゼルカリア15コ投与に対し，虫嚢は 5コ見1.Uされたが

lo21 

~Ur-虫体は 5 隻見出さfしたにすぎなかったO

No. 31実験犬ては， 第 8図の如くはじめ o.』g宛 8

Ill悶投与した問に E.P.D.は急激に減少しはじめたが，

1J1ぷ症状発現のため 0.3gに減量した所， E.P.D.は前

々噌加したが， 0.3 gの内服20日頃からは急激に減少ナ

るのが認められた。然しこのときには，中広：症状が再（＇~

U立になったので，32日間の服用後更に減量した。然し11¥

主の回復はみられずlO日後に死亡した。剖見によりメク

七ノレカリア15コ投与に対し，虫嚢は 7コ， をのrわから12

2の生存虫体が見lt'iされたO

2) アテプリンl~JiWt成法
実験犬 No. 22 

アテプリン 1四日 0.1～ 0.2g (10.5～21.lmg) 

全ほ 11.5g(66口問述用〉

治療!Jlj体E 9.5kg 

死亡11!r-f本竜 7kg 

（治開始後 114日〉

木実験でな，はじめの17円！｜は 0.1g宛，その次の4()

1 門／•J:,.i99－蜘
内問哩用 － 
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第 8凶 アテプロジ単独治療

U聞は 0.2g狗述日内服治療したO その結民はf:fn'Iぎ｜に

示した如く， O.lg17日間投与期間は E.P.D.の減少は

列んど認められなかったo 0.2 g先に増量してからも，始

めの20日間は殆んど E.P.D.に変化はみられなかったが

その後に至り漸次減少の傾向がみられた。然しそれに作

い中ぷ症状もかなり著明となって米たので， 0.2 g宛の

内mi4o1 1聞を以って〈限初から川｜！間tfl療）治療を司liiて

したが，3411後に死亡したO 剖比に kりメタセノレカリプ

15コ投与に刈し虫嚢は 7コ，内 1コは空嚢， f主宰虫体は

12隻比出されたO

考察：以上の 3例の実験のう L，実験犬 No.21の成

総は，アテプリン療法でかなり桁淑！なととを示している

が，他の実験犬 No.22，及び No.31ては殆ど，その

効果は認められなかったO これは恐らくアテプリン投与

：，：；及び投与期間のキ目黒によるものと考えられるO JW.i?1)1i 

刊では 175日間に亘りアテプリン総量32.6gに述してい

乙が，後者の 2例ては，その半ばにも充たない。然かも

No. 21てもはじめの57fl聞の治療期間中には 0.3g~tl と

云う大豆の内[Jliにもか〉わらず E.P.D.には殆んど変化

じみられなかったが，それ以後も内/J日士つ三けるとたと

えアテプリン内服f立を減りても E.P.D.の減少がみられ

ていることから，アテプリンはたとえ少呈ても長期間に

Hり持紅泊句に服用することが必要と考えられるO 木実験

ては， 0.2g 以上！！日用の；場介には，かなり激しい中jJj.j.£

状が認められたが，とれは人体治療の切合に換算すると

1.0 g 以上となり，との呈は到j氏述用に耐えられる昆て

はない。従って今後は 0.lg，或いはそれ以下の少量の

長期間持続治療についての災験が必要であろう。

350 

〔寄生虫学雑誌・節 8巻・第 5号

アテプリンは元米はマラリアの治療或い

は予防業として専ら用いられていたものて

んるが木薬の述用は皮属・に武色の舟色在来

すととから，現今てはレゾヒン〈クロロキ

ン〉或いはその他の薬剤がとれに代り使用

されている。然し木薬はマラリヤ以外にも

例えばデアルゲア症の治療に，或いは条虫

類の ！.＇M虫にも広く用いられているO 叉横

川ら（1956, 1957)は最近肺！吸虫症｛fl械剤

の invitroにおける効力試験の結沢，ア

テプリンは塩酸エメチン及びレゾヒンらと

同体・v・こ肺吸虫幼虫に対し極めて強い殺虫作

用のあることを明らかにしたが，，持者の実

験てもアテプリンは今後史にその使！日？去を

検討する乙とにより， D1!il投虫症の治療薬と

して川いられる可能性のあるととがぶされたものと i思

ン。

VI. I出Jil.iiJUf 1j1,t rrt 
実験犬 No.4 

f也短波｝！日4JIL1J'll口 1 Iι1 30分
全tt:: 2,550分（3Qm＞ノ8;))

治療前体吊 6 kg 

転11~,¥ i逃亡

（治療rmut1後 15:dlI) 

実験jと No. 6 

超短波照射¥l!i'l/{J 1山 30分～40分

全.tt.l: 3,600分

(30m ノ20:40m、75)

治療品lj体rfl 7.5kg 

剖見U~i＇体 rft: ¥).5kg 

転1），~＼薬殺 s. 33, 12,2 

く1flj京f}l.J始後 652u) 

／出色il!JU'fl ！京総は 1 ：＇~f＼＇製心ものを使川したが， 300ワッ

ト， ~oアンペア，波長 6mて，極仮は10 13cmのもの

とと 2枚っくり，！照射｜｜与にはとれを両側胸部にもて， Jl1li全

野を被うようにしたO

実験犬 No. 4ては， 152 H間にfo11 !-!Xは｜川Flに30分

見の照射を85回行ツた。その結以はおrs~1 1ヌ｜にぶ；した如く

治療開始後から E.P.D.は漸次減少を示し80回｜｜の!Ki財

¥IJ}v・こは E.P.D.は治療前のそれの 1/10以下になったO 然

し85回「！の！照射後本実験犬は使間突然犬小屋か「ノ脱必し

行方不明となったのてその後のよ（：しい？創出をわ二う事が出

来なかったのはぬ念であったO

実験犬 No. 6ては，始めて20日は30分先， その後は

40分苅75n 聞にJ （ り ，述日照射治成を fj-ったO その結；，！~
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は第8図の如く ， E.P.D.は治療開始後から漸次減少し

はりめ，25回の照射を終ったころには，治療前の E.P.D.

の l/s以下となった。その後も照射を続けた所 E.P.D.

の日々の変動は，かなり激しかったが矢張り漸次減少す

る傾向が認められた。 95日聞の照射を以って，一応治療

を中止し，観察を続けた。その結果甚だ興味あるととは

治療中止後も E.P.D.は漸減の傾向を示し，治療中止後

270 日頃には EP.D.は治療前のそれの 1fro以下に減少

したO そこで薬殺剖見した所，メタセルカリア15ケ感染

に対し虫嚢右肺2コ，左肺2コありその中左肺に空嚢が

1コて，両側虫装より，計 6隻の生存虫体を見出したO

考察 ：寄生虫症の超短波治療に関しては，松尾 (1910)

は畑虫症及び鈎虫症に超短波照射を行い或る程度の効果

をおさめたという報告，或いは鎗田 (1941）はマラ リヤ

原虫の誘発法として或いは牌腫の治療に超短波照射を行

って， 無効だったと云う報告があるにすぎない。 百瀬

(1953）は肺吸虫成虫を生理食塩水に生かし， ζれに超短

波を照射すると40～45牙聞で死滅するが，乙れは，超短

波照射による水温の上昇のためて、あったと報告してい

るO 然し超短波照射の作用機転については未だ不明の点

が少なくない。

著者の実験は， 僅か 2例であるが， 超短波照射によ

り， E.P.D.が減少するととを認めたととは興味深い。

恐らく超短波の照射が，虫体の産卵能に抑制的に作用す

るためであろうか， とれが， 熱の発生にもとづくもの

か，或いはその他の理由によるかは明らかて、ない。未だ

1例のみの剖見成績の結果であるので明らかなととは云

えないが，趨短波照射による副作用は殆どみられないの

で，本療法は他の治療法との併用にも応用性は広いと考

えられるO 今後更に追求してみたい。
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(1959)) 昭和 34年 10月

措

著者は肺吸虫感染犬を用いて， 種々の治療法を実指

し，その際，感染濃度，感染後より治療開始の時閉その

他を出来る限り一定にし，叉効果判定の規準も，主とし

て糞便内に排出される虫卵総数 E.P.D.の変動状況によ

った。その結果は，各種治療法の虫体に及ぼす作用機転

その他につき 2～8の興味ある所見を得た。 即！；肺吸虫

症の治療に当つては，如何にすぐれた薬剤を用いたとし

ても，2週間乃至 3週間と云う比較的短期間の治療では

虫体に対し，致命的影響を与えるととは殆んど不可能で

ある織に思われたO たとえば塩酸エメチンとサルフア剤

の併用療法ても，少量投与の長期間持続投与 3カ月～ 6

総
図

。

紙

8吋

口
町
一

C)  

= 

Cコ
Lr) 

冨

．
世
間

口
可

言喜 ~ 
f主記号i~ it (E.P.D) 

( 89 ) 

Q 



738 

カ月を行うか，短期間の治療を反復行うことが必要であ

-90 

塩酸エメチンとすルフア剤の併用療法ては塩酸エメチ

ン単独治療に比較して， E.P.D.の急激な減少を来すこ

とが，明らかとなったO 叉レゾヒンは，塩酸エメチンが

虫体の産卵能を抑制する作用を有するのに反して，むし

ろ促進的に作用するように思われたO 従ってレゾヒンと

塩酸エメチンとの併用治療では， E.P.D.の変動が大き

く， E.P.D.のみからは効果判定の困難な場合がみられ

たが，剖見によりその有効なことが認められたO 然しこ

の場合は中毒症状は，かなり激しいので注意を要する。

著者はアテプリンを初めて肺吸虫症の治療に用いた

が，約8カ月に亘る長期の治按は， E.P.D. の著しい減

少全来し， 剖見によってもその有効なことが認められ

た。然し 8カ月間の治療でも尚充分ではない。アテプリ

ンは塩酸エメチンと同じく虫体の産卵能を抑制する作

用を有するもの〉如くだ、あるO 叉趨短波照射治療も初め

て用いたが，超短波照射は，虫体に対し産卵能を抑制す

る作用を有し約8カ月に亘る照射ては， E.P.D.の著し

い減少が認められたO 然し尚この期間ては充分とは云え

ない様てある。

以上要するに各種の治療を試み，新治療法として試み

るべきものも見出されたが，何れの場合も，宿主に中ぷ

症状があらわれない限り，長期間に亘る治療の必要なこ

とが明かとなったO たとえば塩酸エメチンとサルフア剤

の併用療法でさえ 100回以上の治療を行ったものにのみ

完全治癒が認められた三けであったO

結論

出来る限り同一条件のもとに，同ーの効果判定規準に

より，種々の治療法を比較検討した結果次の点を明らか

にし得た。

1) 塩酸エメチンの単独治療では，犬においては中毒

症状著しく 0.64～ 0.8rng/kgの量ても，隔日注射ては30

回前後の注射て中毒死を来した。この間 E.P.D.の減少

はかなり著明だったが虫体の死滅を来すには至らなかっ

た。

2) 塩酸エメチンとサルフア剤の併用治療の場合は，

塩酸エメチン 0.6～0.64mg/kgの量て、は， 100回以上の

隔日注射に耐え，中毒症状はそれ程著しくなかった。 ζ

の場合には死滅虫体も原形をのこさぬ程に吸収されてお

り，完全治癒が認められた。

3) レゾヒン治療では，レゾヒンは犬に対しては極め

( 90) 
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て品性強く， 5%注射液 3cc (15～20mg/kg）の筋注て

は，すべて注射後 30分以内に中毒死を来したo l日量

62.5～ 125mg ( 105～21mg/kg）の内服ては， 114回の

長期間の内服に耐え，剖見時の生存虫体数は少なく，多

少有効と思わ札た。レゾヒンは，虫体の産卵能に対し促

進的作用をするもの〉如く E.P.D.の変動はかなり激し

いととが明らかとなったO

4) レゾヒンとエメチンの併用治療では，塩酸エメチ

ン O.lcc，レゾヒン 125mgを用いると中毒症状が著し

く，長期の連用には堪えない。本治療剖見からは，或る

程度有効なことが認められたO

ι〉 アテプリンの治療では，l日量 0.1～ 0.3gの内

IJ日を連用し， 175固にEったものでは，有効と認めたが

50回～60囲内服のものでは， E.P.D.の減少は認められ

たが，虫体が死滅する迄には至らなかった。アテプリン

治療の場合は中毒症状の発現しない限り史に長期の治療

が必要と思われた。

6) 担短波治療では， 1日30牙～40分の照射を何回に

亘って続けたものでは， E.P.D.は漸次減少し照射を中

止してからも E.P.D.は減少し増加の傾向はみられなか

ったO 剖見所見からも有効なことが証明されたので本療

法は今後更に検討すべき価柿あるものと思われる。

終りに臨み終始御懇切なる御指導御校聞を賜った小宮

義孝博士に謹んで感謝を捧げます．情本実験の計画及び

実施に当り終始有益な御助言と御援助を戴いた千葉大学

医学部寄生虫学教室横川宗雄教授及び国立公衆衛生院大

島智夫博士に厚 〈感謝致します．
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Summary 

Comparative studies on the therapeutic e百ectof 

several chemicals and ultra-short waves on experi-

mental paragonimiasis in clogs were carried out and 

the results obtained were as follows: 

( 1 ) By injecting emetine hydrochloride into 

the vein at 0. 64-0. 8 mg/kg ewry other day for 

30 times, the dogs died from serious side effect. 

During the period, the E. P. D. decreased markedly, 

but no worms were found dead. 

( 2) In the dogs receiving emetine hydrochloride 

at O. 6-0. 64 mg/kg in combination with sulfadiazine 

every other day for more than 100 times, the worms 

were eliminated completely. 

Resochin showed high toxicity against the animals. 

All the dogs died within 30 minutes after injecting 

Resochin into the muscle in single dose of 15-20 

mg/kg. When Resochin was administered to the 

clogs at 105-21 mg/kg for 114 times, however, no 

dogs were found dead. It seems that Resochin causes 

the increase of the E. P. D .. 

( 4) Combination of 0.1 cc of emetine and 125 mg 

of Resochin produced side effect in the dogs, but 

the only therapeutic effect was recognized. 

( 5) In the dogs administering Atabrine at 0.ト

O. 3 g daily for 175 times, the therapeutic effect was 

recognized. This therapy should be made for a long 

term, so long as no side effects are recognized. 

( 6) By irracliat.ing ultra-short waves for 30-40 

minutes daily for 95 times, the E. P. D. was decreased 

gradually and such a tendency still continued after 

the irradiation. This therapy seems to be worthy of 

notice. 




